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ロケツーリズムによる地域活性化に関する一考察
１．はじめに
　近年、観光客誘致や地域の活性化の契機として、「地域へのロケ誘致及びその観光活用」への期待が高まっている。
ロケ地を観光に活用したロケツーリズムに関しては、NHKの朝ドラや大河ドラマの例を見ても分かるように、その
インパクトも大きいことから、その地域の持続的な観光振興につながる観光資源として有望である。
　しかしながら、こうしたロケ地を活用するロケツーリズムの取組みは果たして観光客誘致などに本当に効果的なの
だろうか。筆者が観光庁で参加していた「ロケツーリヅム連絡会」の中では、幾つかの自治体・企業から「PR の難
しさ」という問題が指摘された。映画やドラマは元来、観光客を誘致することを目的として制作されるものではない。
映像制作者は自分たちが思い描いている良い作品を制作することには心血を注ぐが、例えば自分たちの制作した映画
でロケ地を活性化させようとは考えていない。ただ作品を多くの人に観てもらいたい、即ち、作品としてヒットさせ
たいという思いは強く持っている。ここに観光につなげたい地域側との接点があると思われる。即ち、ロケツーリズ
ムが成り立つ余地が大いにあることになる。映像の中で我々が見る「場所」は、作り上げられた場所であることも多
く、映画を鑑賞するだけでは、そのロケ地がどこなのかを知ることができない場合も多い。
　従って、地域性を十分に伝える映画やドラマでない限り、地域側が映像による観光客誘致を願うのであれば、映画
の内容を補完しロケ地を意識させる仕掛けや情報発信が必要である。
　本論では、このロケツーリズムの分野では先進的な地域である神奈川県藤沢市の取り組みを事例として、この仕掛け
や情報発信に焦点を当て、地域活性化におけるロケツーリズムの可能性を地域観光政策の観点から考察していきたい。
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要　旨：現在、経済活性化の切り札として、観光が世界的にも大きく注目されており、国内でも経済発展が思う
ように見込めない地方が観光に期待し経済活性化や雇用の確保を試みようとしている。ただ、観光が期待通りの
効果を与えていない地域があるのも事実である。そこで、新しい観光を展開するために、いわゆるニューツーリ
ズムに地域が挑戦するに当たっては、観光対象や地域資源の高度化、或いは、再開発や再編成が求められている。
それと同時に、顧客価値の創出のための資源の編集・加工の視点にも留意されなければならない。
　本論は、ニューツーリズムの中で、最近、特に注目されてきている「ロケツーリズム（Film Location Tour-
ism）」、即ち、映画等の撮影地（ロケ地）を観光振興や地域の活性化に活用するロケツーリズムの可能性を考察
していくものである。
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２．ニューツーリズムについて
　ニューツーリズムについては、厳密な定義づけはできないが、従来の物見遊山的な観光旅行に対して、これまで観
光資源として見られていなかった地域固有の観光資源などを活用して、テーマ性が強く、体験型・交流型の要素を取
り入れた新しい形態の旅行を指す。テーマとしては産業観光、エコツーリズム、グリーン・ツーリズム、ヘルスツー
リズム、スポーツツーリズム、ファッション、食、映画、アニメ、フラワー、ロングステイ等が挙げられ、旅行商品
化の際に地域の特性を活かしやすいことから、地域活性化につながるものと期待されている。一方、こうした強いテー
マ性を持ち、新たな国内旅行需要や旅行スタイルを触発する旅行商品化への取組みや、旅行商品流通システムの創出
もニューツーリズムの概念として位置づけることができる。即ち、新たな旅行分野の開拓のため、地域密着型のニュー
ツーリズム旅行商品の創出・流通を包括した新たな旅行システムの構築全体を指すものである。
（1）ロケツーリズム
　ロケツーリズムとは、映画・ドラマ・アニメ等のロケ地を観光資源として活用した体験型観光の一つである。
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」の例を見てもわかるように、そのインパクトは大きく、ロケ地である岩手県久
慈市では観光客が放送前の約1.9倍に急増している。また、ご当地食である『まめぶ汁』や、地域の方言である『じぇ
じぇじぇ』がその年の流行語大賞を受賞する等ロケ地に注目が集まり、その PR効果は絶大であったと言える。
　ここでいう「ロケツーリズム」とは、従来のロケ誘致に力点を置いたフィルムコミッションの取り組みと比較し、
ロケの観光面での活用に力点を置き、シティセールスや地域活性化につなげることを目的とする。
（2）ロケツーリズムの意義
　ロケツーリズムは、景勝、名勝等を巡る従来型の観光とは違い、特に有名な景勝、名勝等がなくこれまで観光とい
う面でスポットが当たっていなかった地域にも新たにスポットを当てることができる。
　ロケ地が観光資源であるため、ロケを誘致するたびに新たな観光資源が生まれ、新たな層の観光客を得ることがで
きる。若者の旅行離れが進んでいるといわれる中、映画やドラマ、アニメ等は若者向けのものも多く、そのロケ地や
テーマとなった街を巡ってみたいという若者もターゲットにすることができるのである。
（3）映像等コンテンツを取り巻く政策の動向
　近年、映像等コンテンツの制作・活用が注目されている背景には、2002年の「知的財産立国」を契機として、価値
ある情報としての無形資産に対する関心が高まり、様々な分野において関連政策が推進されたことがあげられる。
　「知的財産立国」に向けての取り組みとして「知的財産推進計画2016」によれば、地域等の魅力あるコンテンツの
保存や発信強化に焦点があてられており、コンテンツの制作や活用の促進、フィルコミッション（ロケ誘致や撮影を
支援する組織・機関、Film Commission 以下、FC）等の映像制作活動の支援、地域における「コンテンツ戦略」に
関する取り組みの奨励、支援等が位置付けられている。
（4）「観光立国」とコンテンツ
　2003年７月に政府の観光立国関係閣僚会議において策定された「観光立国行動計画」では、「観光立国」「一地域一
観光」に向けて、地域の魅力あるコンテンツを生み出す活動の振興とその活動が位置づけられることとなった。
　具体的にみると、推進計画の「Ⅱ．日本の魅力・地域の魅力の確立」に関連して、メディア芸術の振興として、日
本映画の製作・上映支援（文部科学省）、フィルムコミッションの活動支援（国土交通省）、コンテンツ産業振興（経
済産業省）が位置づけられている。また、「Ⅲ．日本ブランドの海外への発信」に関連して、メディア招請（外務省・
国土交通省）、ロケの誘致（文部科学省・国土交通省）が位置づけられている。
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３．ロケツーリズムに必要な４つの指標
　ロケツーリズムを効率的・効果的に推進するためには、以下の４つの視点で取り組むことが望ましいと考えられて
いる。下記４つの指標についてそれぞれ述べるとともに、ロケツーリズムを推進する上で起こりうる問題点とその解
決策について神奈川県藤沢市の事例を交えながら考察していく。
出展：「ロケツーリズムによる地域振興マニュアル」（2015年、観光庁）
図１　ロケツーリズムに必要な４つの指標
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（1）４つの指標とは
　まず１つ目にロケ支援度である。ロケ支援度は、ロケの受け入れ態勢を整えることをはじめ、ロケを行う側（制作
者側）のニーズを把握し、いかに撮影しやすい環境を作るかの度合いである。ロケ支援度が高いほど、次回作の誘致
や他作品のロケ誘致に有効であると考える。
　２つ目にロケ地行楽度である。ロケ地行楽度とは、実際の撮影現場等を記したロケ地マップの作成や出演者等が実
際に食した地元グルメの紹介、撮影秘話を語るガイドの育成等様々な仕掛けにより、いかにロケ地スト（いわゆる「ロ
ケ地巡りを楽しむ人」）が楽しめるかの度合いである。ロケ地行楽度が高いほど、そのロケ地を見に来た観光客がそ
のロケ地の周辺を周遊することができ、地域の活性化に繋がると考える。
　３つ目に観光客・リピーターの確保が必要である。ロケツーリズムによるロケ地の観光の盛り上がりを一過性に終
わらせないためには、ロケ地ストである観光客の満足度を高め、リピーターにする必要があると考える。また、継続
的にロケの誘致を図ることにより新たな客層を獲得することも必要である。
　４つ目に地域との連携が必要である。ロケ支援度の向上、ロケ地行楽度の向上、観光客・リピーターの確保の３つ
の要素全てに関係があると考える。ロケの受け入れには地域のロケの受け入れに対する理解が必要であり、ロケ地ス
トを満足させるためには地域のロケ地ストの受け入れに対する理解が必要であり、それらを含めたロケに対する理解
がリピーターの確保につながるのである。
４．日本の有名なロケ地
　ロケ地情報誌「ロケーションジャパン」より最近のロケ地として話題になった場所を表１の通り参考として挙げて
おく。何れもありふれた風景や施設などがロケ地になったことにより魅力ある特別なスポットになったところであ
る。
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
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表１　日本のロケ地一覧
都道府県 場所 作品
群馬県 ロックハート城 相棒、怪物くん、他
東京都 旧田中小学校 女王の教室、他
茨城県 茨城県庁舎 医龍、救命病棟24時、他
神奈川県 万国橋ビル リッチマン、プアウーマン、他
山梨県 明野のひまわり畑 いま、会いにゆきます、他
大分県 伊呂波川 恋空
北海道
ニッカウヰスキー
北海道原酒工場
マッサン
（出展：ロケ地情報誌「ロケーションジャパン」より筆者作成）
５．神奈川県藤沢市におけるロケツーリズムの事例
　藤沢市は、2002年、藤沢市内における映画、テレビドラマ等のロケ撮影に伴い、支援並びに誘致する機関として、
市役所観光課内に「湘南藤沢フィルム・コミッション」事務局を設置し、総合窓口（ワンストップ・サービス）を設
けて、周知並びに機能の充実を図り、地域経済の活性化により、地域振興及び観光振興に寄与することを目指すこと
とした。
①ロケ支援度向上のための取組
警察署や交通事業者など多くの地域関係者からなる組織（湘南藤沢フィルム・コミッション委員会）を設置し、
円滑な関係者調整を実施している。経済効果など活動成果を具体的な数字で示し、取組に対する議会や市民等の
理解を得ている。行政職員が営業マンとして、制作側と信頼関係を構築することが重要であるとしている。
②ロケ地行楽度の向上のため取組
2013年10月に上映された映画『陽だまりの彼女』の場合、ロケ地マップを10万部作成し、約６割を首都圏の劇場、
約４割を藤沢市内で配布した。なお、版権交渉は、PR での活用も含め撮影前に綿密に実施した。映画にゆかり
の記念モニュメントを設置し、地元ゲーム会社と連携し、ロケ地巡りアプリを無償配信した。（例：アニメ「つ
り球」；約9,000ダウンロード）
③ロケ地域との連携のための取組
地元高校とのコラボイベントの開催（アニメ声優による公開録音、学生による合唱等）。
④観光客増加・リピーター確保のための取組
スタンプラリーにより周遊性を高め、滞在時間を伸ばすことに成功した。（例：アニメ「TARI TARI」）また、
オリジナルグッズ（クリアファイル、サイダー）を地元商店街で販売を行った。（経済効果：約600万円）。
【映画『陽だまりの彼女』におけるロケ地行楽度の向上例】
・“恋愛成就の鍵”（龍恋の鐘・江の島）の設置
・江ノ電とのタイアップ企画
・江の島限定販売オフィシャルノートブック
・映画ポスターの市内各所での掲出
・ロケ地マップの作成・配布
・地元辻堂の映画館「109シネマズ湘南」での試写会の開催
・各メディアの取材協力を積極的に行い話題性を高めた
（1）ロケの問い合わせが来た場合の対応
　先ずは、企画内容、ロケ支援を受けたい内容、時期等がわかる書面の提出をお願いしする。これらの企画書、該当
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する台本の一部等は FC担当者がロケ支援のイメ－ジを固めるために必要である。内容を理解した段階で、FC 担当
者が相互に持つ情報によるロケ施設の検索や他のロケ支援と重なっていないかなど総合的に判断し回答する。藤沢市
ではFC設立から12年経っている。この間2,000件近いロケ支援を行ってきているが、地元を舞台にした映画・連ドラ・
アニメは13作品である。「うまみ」のある作品は、めったに無いことを認識し、先ずは FC担当として「地力」をつ
けるためにも可能な限り「数」をこなすことを推奨している。
（2）ロケ使用料について
　藤沢市では事業設立当時、公共施設のロケ使用料が明確に定められておらず、唯一明文化していた公園条例による
撮影１日あたり１万円の規定を市庁舎、学校等のロケ使用時「公園条例に準じて」１万円を徴収していた。その後、
２万円に改定し、2010年公共施設の目的外使用条例にFCによる施設使用料を明確化し、藤沢市の地域振興又は観光
振興に寄与（地元舞台作品）すると認められるロケ使用料は、現行の１日２万円とした。寄与しないものを１時間５
千円と改定し、地元舞台作品の誘致に繋げていきたいとしている。また、自宅や事務所など使用料が定められていな
い民間施設については原則有料とし、事前に制作担当と借用側との料金についてFC担当が助言する。病院や体育館
等の特殊な施設に関しては、通常の使用料に加算されていない施設機材の使用、機材操作に必要な従事者の立会等の
費用についてロケ内容・使用時間を考慮し、施設側の基金等への寄付などを活用し使用料に加算する形を取ることと
している。
（3）FCの業務内容
　受け入れ態勢の構築例を示すと以下の通りである。
《地域住民への説明》
　夜間・徹夜ロケなど時には難しいロケ支援がある。特に住宅街の学校や公園でのこのようなロケは、相当の事前準
備（周知）が必要である。ロケ地を取り巻くエリアの自治会（住民）への事前説明。警察との連携による定期的な巡
回パトロ－ル等、地域ぐるみの理解と協力が必須である。原則、地域への説明は、制作側とFC担当と一緒に回る。
また状況に応じて行政の重点施策である本事業の説明やご理解をいただくため観光課長等が地元説明や調整をするこ
ともある。
《ロケ現場は市民への恰好な事業 PRの場》
　ロケ現場では、あっという間に足を止めて見る方々が増えだしてくるものである。特に超メジャ－な出演者だと尚
更そうである。制作側は、単純に「排除」を考える。当然といえば当然の行為であるのだが、FC側は可能な限り「排
除」をしたくない。藤沢市の場合、年平均220日以上ロケを行っており、単純に３日に２日はロケ日となっている。
制作側からも都会に近いわりには「ロケ慣れ」していてやり易いと言われるそうだ。現場で見学者にルールの徹底（写
真撮影ほか禁止行為）を理解いただいたうえで見学する位置、シ－ンによる移動などをコントロ－ルし、楽しみなが
ら見学してもらっている。中にはこれをきっかけに市民エキストラに登録する方もいるのである。この事業は市民の
理解と協力が不可欠となっている。
６．ロケツーリズムによる経済効果
　経済効果とその他の効果の意義を示すと以下の通りであるが、行政機関や観光協会等がフィルムコミッション等の
ロケ誘致支援の組織を設置し、積極的にロケを受け入れている最大の理由は、ロケによる地域の活性化である。
①経済効果
　そのためのツールの一つは、ロケ隊が地域で行う消費活動やロケ誘致後のロケツーリズムによる消費活動、メ
ディアへの露出を換算した広告換算効果等の経済効果である。これら経済効果は、地域の外部から発生する場合
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
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が多く、地域にとって新たな消費活動が生まれ、地域経済の活性化に繋がるものである。
②その他の効果
　もう一つは、シティブランドの向上や地域の一体感、誇りの醸成等数字に表れないものがある。ロケを受け入
れることによりシティブランドが向上し、地域ぐるみでロケに協力することにより一体感が生まれ、作品に自分
が住んでいる街が映ることにより、自分の街を誇る心が生まれる。ロケを受け入れることにより生まれるこれら
の効果により地域を活性化することが、ロケを受け入れる最大の意義となる。
（1）経済効果の分類
　ロケによる地域への経済効果は、大きく分けて直接的経済効果、間接的経済効果、広告換算効果の３つがある。以
下にそれぞれの考え方を述べることとする。
①直接的経済効果（ロケの受入れにより発生する経済効果）
ロケが行われる場合、少なくとも数十人規模のスタッフ・出演者が参加する。そのため、撮影には宿泊や食事等
の消費活動が生じ経済効果が生まれる。ロケを受け入れることにより発生する経済効果を「直接的経済効果」と
する。
②間接的経済効果（ロケツーリズムにより発生する経済効果）
ロケツーリズムに訪れるロケ地ストは、食事やおみやげの購入等の消費活動を行う。これらの経済効果を「間接
的経済効果」とする。
③広告換算効果（メディア等への露出を広告宣伝費に換算した効果）
上記で説明した直接的経済効果と間接的経済効果の他に、メディア等への露出を広告宣伝費に換算した効果が考
えられる。メディアに取り上げられるために本来支払うべき広告宣伝費のことを指す。その中でもテレビ番組等
で取り上げられた場合の広告換算効果を、テレビ CMに置き換え換算するものを、TV－CM換算効果という。
一般的な算出式は以下の通りである。
【TV－CM換算効果】＝単価×放送時間（s）× 0.8
（注）単価は、キー局、放送時間帯、放送地域により異なる。
（2）経済効果の例
【神奈川県藤沢市の例】
　平成21年度から25年度の５年間の実績件数及び直接的経済効果の年間平均はそれぞれ156件、27,452千円である。
（表２及び表３参照）因みに、広告換算効果は年間平均で6,091,584千円である。
表２　ロケ受け入れの状況
実績件数 ロケ日数 映画 ドラマ 情報番組 バラエティー その他
H21年度 163件 214日 ８本 20本 56本 13本 66本
H22年度 144件 251日 10本 ８本 55本 24本 47本
H23年度 151件 210日 10本 ９本 52本 29本 51本
H24年度 172件 231日 11本 10本 63本 24本 64本
H25年度 152件 219日 ４本 11本 59本 27本 51本
（出典：藤沢市資料）
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表３　直接的経済効果
（単位：千円）
宿泊額 ロケ弁額 その他 総額
H21年度 1,644 3,221 20,927 25,793
H22年度 8,448 12,477 28,096 49,020
H23年度 2,038 2,929 7,262 12,228
H24年度 2,956 3,322 28,982 35,259
H25年度 1,481 2,200 11,279 14,960
※その他：施設使用料、備品購入費、警備費、飲食等
　（出展：藤沢市資料）
（3）季節にとらわれない観光消費
　一般的な観光は、GWや夏休み等の長期休暇や行楽シーズンに集中する傾向があり、通年で集客を図ることが課題
となっている。
　一方、ロケツーリズムは、一般的な観光と比べ行楽シーズンへの依存度は低く、観光客は作品の放映直後に急増す
る。つまり、観光閑散期に放映される作品等を誘致することにより、地域への観光集客の平準化を図ることもできる
のである。
【神奈川県藤沢市の例】
　藤沢市の一般的なイメージは、『湘南、江の島、海、夏』などである。確かに以前はそうだったのかもしれない。
しかしながら、ロケの受入れ体制を整備し積極的にロケを誘致、ロケツーリズムに力を入れることにより、そのイメー
ジは変わってきているのである。
　2008年以降は冬の観光客数が増加しており、2013年には冬の観光客が夏の観光客数を上回っている。藤沢市ではこ
の結果を、秋冬観光誘客 PRによる効果に加え、藤沢市でロケが行われたドラマ「流れ星（2010年10月～12月放送）」
と映画「陽だまりの彼女（2013年10月公開）」によるロケツーリズムの効果が大きいと分析している。
　このように、放映時期や作品の題材に左右されるが、季節を選ばない年間を通した観光誘客・観光消費を図ること
ができるのである。
７．地域活性化におけるロケツーリズムの可能性
　上記の通り、ロケ隊による地域への直接的経済効果は大きく、広告換算効果は更に大きいものとなっている。つま
り、ロケを誘致することにより多くのメディアに取り上げられ、地域の露出が増えることになる。そしてその露出効
果によりロケ地ストがその地域を訪れることになる。観光的には何もなかった地域が観光地化するという間接的効果
が生じる。成功事例としてよく挙げられる2002年の韓流映画『冬のソナタ』の銀杏並木はこの映画に登場することに
より単なる銀杏並木が立派な観光資源になり、当時、日本人観光客が殺到した。また、秋田県で撮影された2009年の
韓流ドラマ『IRIS アイリス』ではその効果により秋田県に韓国人観光客が増大し、ソウル⇔秋田の航空路線の維持
に大きく貢献した。このようにロケツーリズムはアウトバンド、インバウンド双方に大きな効果をもたらせる場合も
ある。また作品中に使われた商品が売れたり、施設が人気が出るなどの間接効果が見られる。
　また、その他の効果としては、シティブランドの向上と地域の一体感の醸成や住民の誇りの醸成が挙げられる。
　シティブランドの向上は上述したようにロケツーリズムは広告換算効果が大きいので地域のメディアに対する露出
が多くなりそれに伴ってその地域の知名度が上がることとなる。シティブランドの向上は住民の誇りの醸成につなが
るとともにその地域に住みたいと思う人たちを増やす効果もある。ロケツーリズムは人口減少に歯止めをかける地域
創生を推進する一つの施策でもある。
　住民の一体感の醸成とはロケを誘致することにより地域住民は通常体験できない撮影現場を見ることができ非日常
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
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を体験することができる。その中でエキストラとして出演したり、裏方としてロケを支援したりして制作者と一緒に
一つの作品を仕上げていくことを体験することができ、達成感や満足感を得ることで地域住民の一体感の醸成が図れ
るものである。
　住民の誇りの醸成とは、シティブランドの向上や地域の一体感が生まれることにより住民がその地域に住んでいて
よかった、住み続けたいという気持ちが産まれることである。住民がその地域を好きになることは即ち地域に誇りを
持つことである。
　ロケツーリズムへの期待は、様々な場面で見受けられる。例えば最近では、2016年に観光庁が「テーマ別観光によ
る地方誘客事業」を始動したが、採択された７件の一つに「ロケツーリズム」が選ばれた。これは国内外の観光客が
全国各地を訪れる動機を与えるため、特定の観光資源に魅せられて、日本各地を訪れる「テーマ別観光」のモデル事
業の形成を促進し、概ね３年間で地方誘客を図るものである。2013年から自治体や企業の有志などで開催されていた
これまでの「ロケツーリズム連絡会」が、2016年、観光庁主催の「ロケツーリズム協議会」に昇格、拡充し、地域の
活性化やインバウンド誘客をも視野に入れたロケツーリズムのネットワーク化や共同プロモーション或いは共通マ
ニュアルの作成などを目指すものである。2016年は、ロケ地マップの作り方や版権処理のやり方などの実践的な検討
を行った。
　このことは、ロケツーリズムが地域の活性化などに有益なテーマ型観光であることが公に認められたものであり、
各地域での取り組みに更に弾みがつき、ネットワーク化が進めば、地方へのインバウンド推進の有力なコンテンツに
もなり得るものと考えられる。同時に地方創生や地域活性化の起爆剤にもなり得るものと考えられる。
８．おわりに
　本論では、藤沢市の事例をもとにロケツーリズムの地域活性化おける可能性を考察してきたが観光庁の推進する
『テーマ別観光』の事業にロケツーリズムが選ばれたこともあり今後にかなりの期待が持てる分野であることには間
違いないものである。筆者もこのロケツーリズム協議会のメンバーに入っているので大学広報への活用などの新しい
視点を含めて今後も引き続き積極的にロケツーリズムの推進に関わっていく所存である。
　また、観光白書によれば、娯楽・レジャーの中で「映画」への参加が最も高いのが、10代から20代である。同白書
によれば、大学生の国内宿泊観光旅行に出かけるきっかけとしては「いきたいところが見つかると」（50.7％）、「誘
いがあると」（52.5％）、「資金ができると」（43.0％）、「時間に余裕ができると」（41.8％）があげられており、このこ
とを踏まえた上で、地域への若者誘致という地方創生の観点からも更に、地域の活性化におけるロケツーリズムの更
なる可能性を追究していきたい。
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